
効率を向上させるための
ソフトウェア・デリバリー・プロセスの自動化と管理

ハイライト

IBM Rational ClearQuest バージョン 7.1

■  リアルタイムの統合されたレポート作成およ
びプロセスの実施により、プロジェクトの可
視性と管理を強化

■  統合され、自動化されたエンドツーエンド・
プロセスにより、迅速なソフトウェア・デリバ
リーをサポート

■  エンタープライズ品質管理により、ソフト
ウェア品質を向上

■  自動化されたワークフローにより、チームの
コミュニケーションと協調を合理化

■  アクセス制御、電子署名、繰り返し可能
なプロセス、監査証跡、およびライフサイ
クル・トレーサビリティーに関するセキュリ
ティーに対応

■  小規模なワークグループから地理的に分散
した企業まで、幅広く対応

可視性の向上と管理の強化
異種のシステムおよびプロセスは、調整面で

重大な問題を引き起こす可能性があり、これ

により、本来関連付けられるべきプロセスを

チームが協力して実施することが困難になりま

す。Rational ClearQuestを使用すれば、一貫

した開発プロセスをカスタマイズして実行する

と共に、プロジェクト全体で統合されたビュー

を表示できるようになります。

プロセスの自動化
繰り返し、実施、および予測が可能なプロセ

スを作成することを目的としている Rational 

ClearQuestには、すぐに使用できるワークフ

ローが用意されており、プロジェクトを即時に

開始するために、簡単にカスタマイズして素早

く実装することができます。状態とアクション

を定義でき、フィールドを追加することも、リ

ストを変更することも可能です。必須フィール

ドにより、正確なデータが確実に収集されるよ

うにしています。また、電子メールによる通知

を使用して、応答時間を短縮し、変更および

更新の連絡をチーム・メンバーが常に得られる

ようにします。

ソフトウェア開発やシステム開発を行う組織に

は、いくつかの共通点があります。いくつか

の都市、国、大陸に分散しうるチームのチー

ムワークに依存し、デリバリー方法では、時間

がかかり、エラーの発生しやすい手作業の数

を減らす必要があり、コンプライアンスおよび

レポート作成を簡素化する必要もあります。

IBM Rational® ClearQuest® 変更管理ソフト

ウェアは、ソフトウェアのライフサイクルをよ

り効率的に管理することを目的としており、こ

れにより、より優れた意思決定を行うために必

要な情報にアクセスできます。また、タスク

やスケジュールをより効率的に管理し、お客

様のニーズに迅速に対応できるよう支援しま

す。Rational ClearQuest の自動化されたワー

クフローは、要件定義から実稼働までの開発

プロセスを管理および実行し、チームのコミュ

ニケーション、生産性、および品質を向上さ

せるために役立ちます。
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ソフトウェア品質の強化
Rational ClearQuestは、異種のプロジェクト

機能およびプロジェクト・グループ間のやりと

りを自動化することで、手動のプロセスやハン

ドオフ、伝達ミス、および一貫性のない情報

によって引き起こされるソフトウェア・エラーを

排除します。組み込みの障害および変更追跡

機能は、エンタープライズ品質管理機能と連

携して、開発およびテスト作業を統一して、手

順がスキップされたり不完全なアクティビティ

が発生しないようにすることを目的としていま

す。合理化されたプロセスは、より迅速で高

頻度のテスト・サイクルを実現できるため、修

正にかかるコストが比較的安価なソフトウェア・

デリバリー・サイクルの早い段階でエラーを検

出できます。

チーム・コラボレーションの強化
Rational ClearQuestは、分析、開発、テスト、

およびデプロイメントにおいて、典型的なサイ

ロ化プロセスを統合することで、チームのコ

ミュニケーションと調整を改善します。生産性

の向上だけでなく、自動化されたワークフロー

と電子メールによる通知により、対応が必要

なときに適切なチーム・メンバーが即時にア

ラートを受信できるようになりました。チーム・

メンバーは、アクティビティに影響する可能

性がある変更や更新に関する全般的な情報も

受信します。チーム全員が、同じ情報に基づ

いて作業することで、問題が素早く表面化し、

その問題による影響をリアルタイムに協力して

修正することができます。

 

開発におけるセキュリティー機能の
充実
ユーザー認証、ユーザー許可、電子署名、お

よび監査証跡などのセキュリティー機能は、社

内および社外の要件を満たすために重要です。

ユーザー認証は、ユーザーのRational ClearQuest

ディレクトリー、または Lightweight Directory 

Access Protocol (LDAP) を使用した業界標準

ディレクトリー・サーバー経由で実行されます。

SSL (Secure Sockets Layer) 暗号化のサポー

トは、Rational ClearQuestと LDAP ディレクト

リー間でセキュリティー機能の充実したコミュ

ニケーションを実現します。

ユーザー許可は、Rational ClearQuestユー

ザー・データベース経由で実行されます。7.1 

リリースは、ファイル・システム上に存在す

る暗号化されたパスワードを、FIPS (Federal 

Information Processing Standard) 140-2認定

アルゴリズムを使用して暗号化されたパスワー

ドに置き換えます。ただし、この機能はデー

タベース内のユーザー・パスワードには変更

を加えません。また、スクリプトを使用して主

要なセキュリティー・チェックポイントのアクセ

ス制御も拡張できます。さらに、これらの機

能は、許可された個人のみが変更を実行でき

るようにします。

Rational ClearQuestは、誰が、いつ、何を、

なぜ変更したかを記録します。アクティビティ

に対する変更は、アクティビティの履歴で追跡

されます。

 

また、電子署名によって、特定のアクションを

実行する個人の ID が検証されます。ソフトウェ

ア・ライフサイクルのすべてのトランザクショ

ンを文書化することで、すべてのアクティビ

ティの発生と詳細を追跡し、許可とサインオフ

を検証できます。

ALMによる管理の簡素化
Rational ClearQuest には、すぐに使用できる

アプリケーション・ライフサイクル管理 (ALM) 

スキーマが用意されています。これには、ス

キーマとパッケージの両方が含まれます。プ

ロセス・モデルは、要求がタスクとして計画さ

れアクティビティとして実行される、プロジェク

トのコンテキスト内で作業が完了されることに

重点を置いています。ALMソリューションでは、

プロジェクトのフェーズおよび反復間で負荷を

分散できるだけでなく、各プロジェクト・チー

ムが固有のニーズに合わせて構成をカスタマ

イズできます。

リアルタイムのレポート作成と
メトリクスのサポート
Rational ClearQuest では、クエリー、グラフ、

およびレポート作成を包括的にサポートするこ

とでプロセスを洞察できます。簡単に作成お

よび改良が可能な、分布、傾向、および経時

グラフにより、複雑なデータを視覚化し、必要

な領域のデータにドリル・ダウンできます。

また、Rational ClearQuest には 柔 軟 なレ

ポート作成メカニズムがあるためチーム・メ

ンバーそれぞれが開発アクティビティに素

図3　ALMタスクのレコード例図2　ClearQuestグラフ表示の例



早くアクセスすることができます。データ

を Rational ClearQuest か ら 取 得 し、SAP 

BusinessObjects XI (Crystal Reportsを含む )、

Eclipse Business Intelligence and Reporting 

Tools (BIRT)、および Actuate BIRT製品など

の多様なレポート作成エンジンで使用できま

す。このレポート作成モデルを使用して、開

発チームはリアルタイム・レポートやメトリク

スに全社レベルで柔軟にアクセスできます。

さらに、Rational ClearQuest用のレポート・サー

バーによって、チームはWebブラウザーからレ

ポートを管理および作成できます。Webサー

バーへのアクセスは、Rational ClearQuestログ

イン認証によって制御され、いつでも、どこか

らでも、レポートの作成および管理が行えます。

アクティビティ・ベースの変更管理
Rational ClearQuest と Rational ClearCase® を

合わせて使用することにより、ソフトウェア・ア

セットに対する変更がアクティビティとして定義

および管理されます。統一された変更管理機

能により、Rational ClearCaseアプリケーショ

ンのファイル・バージョンは論理アクティビティ

にグループ化され、Rational ClearQuestアプ

リケーションの変更要求に関連付けられます。

このアクティビティ・ベースのアプローチによ

り、開発者は個別のファイルを管理するので

はなく、タスク・レベルで作業を管理できます。

これにより、ビルド・エンジニアはビルドに正し

いファイルが組み込まれていることを確認でき

ます。テスト担当者は、正しい機能およびビル

ドがテストされていることを容易に確認できま

す。品質保証エンジニアは、ビルド間での変

更を迅速に確認し、検証できます。また、プ

ロジェクト・マネージャーは、プロジェクトの状

況を、より適切に追跡できます。

他のツールとの統合
Rational ClearQuest は、Rational ClearCase 

とシームレスに連携できるだけでなく、他の多

くのソフトウェア開発ツールとも統合できるよ

うに設計されています。

卓越したスケーラビリティーの実現
Rational ClearQuestを配置することにより、

多くのサイトで作業する膨大な数のユーザー

をサポートできます。幅広いアクセス機能に

より、ローカルおよびリモートのすべてのチー

ム・メンバーが最新の情報にいつでも、どこで

でも仮想的にアクセスできます。チームが単

一の場所で働く小規模なワークグループでも、

複数の地域に広範囲に分散しているチームで

も、Rational ClearQuest は柔軟性とスケーラ

ビリティーによって組織のニーズをサポートし

ます。

障害と変更の追跡
Rational ClearQuestの障害および変更追跡機

能により、プロジェクト・ライフサイクルを通

してアクティビティを管理できます。Rational 

ClearQuestは、問題を文書化し解決に向けて

管理することで、クローズド・ループの変更管

理を実施します。これにより、より優れたプロ

ジェクト管理が実現し、ソフトウェア品質の向

上に役立ちます。

統合ツール 　機能

IBM Rational
ProjectConsole™ 

プロジェクト全体の傾向を表示して分析するためにリアルタ
イムのグラフィカルなダッシュボードを提供します。

Microsoft® Project 
スケジュールやリソースを、より適切に管理できるようにし
ます。

IBM Tivoli®

Provisioning Manager

承認されたビルド・ファイルをソース・コード・コントロー
ルから直接デプロイすることで、承認済みビルドのデプロイ
を促進します。

IBM Rational
Build Forge®

ビルドおよびリリース管理の自動化、ビルド・レコードの作
成と更新、アプリケーションをビルドするプロセスの追跡と
自動化を行います。

IBM Rational
RequisitePro®

要求レコードを複製します。レコードを、障害登録、ビルド・
レコード、およびテスト・ケースなどの他の開発アセットと
関連付け、アクティビティ、変更要求、およびテスト・デー
タなどの Rational ClearQuest 情報に関する分析を行います。

テスト実行ツール
各種のテスト・ツールで作成されたテスト実行スクリプトを
テスト・ケースとマップします。また、レポート作成および
分析に使用するテスト結果を自動的に取得します。

要求、コード、ビルド、開
発、テスト、およびデプロ
イメントのツール

アセットをリンク付けすることで、トレーサビリティーをソ
フトウェア・デリバリー・ライフサイクル全体に拡張します。
また、デプロイするレコードを相互に関連付けるとともに 
Rational ClearQuest レコードとも関連付けて、どのビルドが
テストおよびデプロイされたかを追跡します。
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IBM Rational Lifecycle Package

with ClearCaseソリューションの
使用
ベスト・プラクティスを一貫して活用し、情報を

チーム全体に効率的に伝達し、変更による影

響を分析および管理してビジネスの生産性を

向上させるために、IBMは Rational Lifecycle 

Packageを作成しました。このバンドルに

は、Rational ClearQuest、Rational Method 

Composer、および Rational RequisiteProが

含まれ、大規模から小規模まで、幅広い企業

をサポートします。Rational ClearQuestバー

ジョン 7.1は、単独またはこのバンドルの一部

として、コラボレーション、自動化、およびレ

ポート作成の機能によってビジネス目標の達成

をサポートする拡張機能を提供します。

追加情報
IBM Rational ClearQuestバージョン 7.1の詳

細については、IBM担当員または IBM ビジネ

ス・パートナーにお問い合わせいただくか、以

下にアクセスしてください。

ibm.com/jp/software/rational/products/scm/

cq/


